
第７回ＦＤシンポジウム 

 

進 行  小 俣 正 朗  教育方法改善委員会副委員長 

 

日 時 ： 平成２７年３月１６日（月） １３時００分～ 

場 所 ： 自然科学大講義棟 レクチャーホール 

 

メインテーマ ： 理工系科目のアクティブ・ラーニングが目指すもの 

 

 

  １．開会挨拶 13:00～13:05（５分） 

加 納 重 義 理工学域長 

 

  ２．学長挨拶「金沢大学における教育改革と国際化」 13:05～13:20（１５分） 

                         山 崎 光 悦 学長 

 

３．今回のメインテーマの趣旨 13:20～13:30（10 分） 

猪 熊 孝 夫 教育方法改善委員会委員長  

 

  ４．講演「ピアインストラクションを取り入れた反転授業の試み」 13:30～14:15（45 分） 

畔 田 博 文 石川工業高等専門学校准教授 

 

５．講演「反転授業 ～主体的な学びを引き出すアクティブラーニングの取組～」 

                               14:15～15:00（45 分） 

塙   雅 典 山梨大学工学部教授 

 

 ----------------- 休憩（15 分間）------------------- 

 

  ６．パネルディスカッション  15:15～16:05（50 分） 

塙   雅 典 山梨大学工学部教授 

畔 田 博 文 石川工業高等専門学校准教授 

                         杉 森 公 一 大学教育開発・支援センター准教授 

 

７．閉会挨拶  16:05～16:10（5 分） 

猪 熊 孝 夫 教育方法改善委員会委員長 

 

 

                        主 催：金沢大学理工学域・大学院自然科学研究科 

                        共 催：大学教育再生加速プログラム検討委員会 
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日　時　：　平成２７年３月１６日（月)　
場　所　：　自然科学大講義棟　レクチャーホール

参加者数一覧

学　　類　　等 教職員数 参加者数

数 物 科 学 類 52 13
物 質 化 学 類 42 18
機 械 工 学 類 58 24
電 子 情 報 学 類 48 22
環 境 デ ザ イ ン 学 類 32 18
自 然 シ ス テ ム 学 類 54 16

小　　　　計 286 111
環日本海域環境研究センター 2
他 学 類 ， セ ン タ ー 等 4
技 術 系 職 員 8
事 務 系 職 員 6

合　　　　計 131

理工学域・自然科学研究科主催　第７回ＦＤシンポジウム

 

開会挨拶 
 

理工学域長 
加 納 重 義 

 
【小俣】 それでは時間になりましたので、「第７

回ＦＤシンポジウム」を開始いたします。私は進

行を務めます理工研究域数物科学系の小俣と申し

ます。よろしくお願いいたします。 
 本日のメインテーマは「理工系科目のアクティ

ブ・ラーニングが目指すもの」でございます。外

部から塙先生、畔田先生をお迎えしてのシンポジ

ウムでございます。よろしくお願いいたします。 
 まず始めに開会の挨拶を、加納重義理工学域長

よりお願いいたします。 
 
【加納】 皆さんこんにちは、お忙しいところお

集まりいただきましてありがとうございます。理

工学域長の加納でございます。 
 本日は、先ほどご紹介がありましたとおり、山

梨大学の塙先生、それから地元・石川高専から畔

田先生のお二方に、講師としてお越しいただきま

した。年度末のお忙しいところ、本当にありがと

うございます。 
 先ほど司会者からメインテーマの説明がござい

ましたけれども、平成 26 年度の大学教育再生加

速プログラム、通称「ＡＰ」といわれているもの

で、これが採択されましたのは、ＳＧＵ（スーパ

ーグローバル大学創成支援事業）の採択と双璧を

成すことで、金沢大学としても非常にうれしい限

りであると思っております。 
 ただ、申請書がまだ白紙の状態のときから、理

工学域からは数物科学系の牛島先生と物質化学系

の太田先生が、大学教育開発・支援センターの杉

森先生と一緒になりまして、素案を全部つくって

いただきました。採択に至ったのも、このお二人

のお力添えがあったものと思います。この場を借

りて厚く御礼申し上げます。 
 「アクティブ・ラーニング」という言葉は既に

いろいろ説明がありまして、皆さんのほとんどに

定着した言葉になりましたけれども、金沢大学独

自の「ＦＤリーダー」あるいは「アクティブ・ラ

ーニング・アドバイザー」、これらは一体何をする

役割を担うものかなどは、まだまだ充分には理解

されておりません。 
 さらに学習成果の可視化に至りますと、「カリキ

ュラムマップ」という言葉は、ご承知のとおりだ

と思いますけれども、「ルーブリック」、それから

赤外線分析ではない「ＩＲ（ Institutional  
Research）分析」、「バックアップポリシー」など

も耳慣れない言葉ですし、概念がまだまだ理解さ

れていないと思います。 
 今日はそういう意味で、ちょうどよいタイミン

グでこのＦＤシンポジウムが開かれたことになり

ます。ぜひそのへんもお聞きになって、私どもの

目指すＡＰ事業が成功いたしますように、皆さん

のご協力を賜りたいと思っております。 
 最後になりましたが、本日、ＦＤシンポジウム

のスケジュールにはなかったメニューを突然追加

しまして大変申し訳ございませんが、学長からＳ

ＧＵに関するご説明があるということで、関係者

の方々には少々ご迷惑を掛けましたけれども、ご

寛容のほど、よろしくお願いいたします。 
 では、本日はどうぞよろしくお願いします。あ

りがとうございました。 
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